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新中期経営計画「Value UpX」スタート

　2021～2024年度の中期経営計画「Value Up 

＋」では、着実な利益成長を実現するとともに、さ
らなる成長への足掛かりを築いてきました。
2025年度からは、「Value Up +」での成長実感
を土台に「日清オイリオグループビジョン2030」で
目指す姿の実現に向けた具体的な成長戦略とし
て、新中期経営計画「Value UpX」をスタートしま
した。「Value Up ＋」で進めてきた “Marketing” 
× “Technology” × “Globalization” 領域にお
ける取り組みを結実・進化させ、当社グループら
しい“勝ち筋”と“ROICマネジメント”による成長の
好循環により、次なる成長を目指していきます。

2021年度 2030年度2024年度

次なる
成長へ

2017年度

「Value Up ＋」の振り返り

企業価値向上に向けた戦略

実績 主な取り組み

BtoC

（国内家庭用）

かけるオイル市場448億円【500億円】
■  かけるオイル・味つけオイルの新商品上市やPR活動など市場拡大に
向けた施策を展開

クッキングオイルの構造改革戦略商品※

の構成比57％【60％】

■  「日清ヘルシーオフ」や「日清キャノーラ油ナチュメイド」など戦略商
品の売上構成比を拡大

■  新たな価値（酸化抑制機能）を有する「日清ヘルシークリア」を上市

BtoB

（国内業務用/加工
用/加工油脂/ファイ
ンケミカル）
*2019年度比

グループのユーザーサポート件数131％
【130％】

■  顧客との価値共創とユーザーサポートを推進する研究開発拠点「イ
ンキュベーションスクエア」を開設

チョコレート用油脂の販売数量拡大
104％【115％】

■  ISF（マレーシア）におけるチョコレート用油脂の増産および品質コン
トロールの高度化のための設備投資を決定

化粧品油剤の売上高伸長167％
【150％】

■  ポストコロナにおけるメイクアップ用商品の需要回復および需要拡大
を取り込み

環境 CO2排出量削減（Scope1、2）20.7％
【20％】

■  脱炭素化ロードマップに基づき、グリーン電力や非化石証書の調達
等の削減策を実施

サプライチェーン パーム農園トレーサビリティ比率92.9％
■  パーム油、大豆、カカオの持続可能な調達に向け、アクションプランに
基づいた取り組みを推進

主な取り組み

人材

■  当社グループの人材領域における重要課題（人材マテリ
アリティ）の特定と「人材マネジメント」領域における
CSV目標を見直し

■  「Value UpX」で目指す姿の実現に向けた戦略的人材
ポートフォリオの構築および人材戦略の検討を開始

成長投資

■  国内では、生産能力の増強や工場のスマートファクトリー
化を推進。さらに、新たな価値創造につながる次世代
精製設備を導入

■  グローバルでは、ISF（マレーシア）におけるチョコレート用
油脂生産設備増強や北米における事業拠点を設立

ROIC向上

■  原材料価格や社会的コストの上昇に見合った販売価格
の形成を推進

■  西日本の搾油機能統合を目的に製油パートナーズジャパ
ンを設立し、稼働を開始

■  政策保有株式の売却や不稼働資産の撤去を推進

成
長
性

積
極
投
資

効
率
性環

境

日清オイリオグループ ビジョン2030
グローバルトップレベルの油脂ソリューション企業への飛躍

中期経営計画
2017-2020年度

「OilliO Value Up 2020」

中期経営計画
2021-2024年度
「Value Up ＋」

新中期経営計画
2025-2028年度
「Value UpX」

多様な共有価値の創造（CSV)

多様な価値創造ストーリーとして編纂し、実行する

環境変化に機敏に対応する

Marketing Technology Globalization

Supply Chain

Digital Innovation

ROICマネジメントで
成長への好循環を実現

※【　】は2024年度目標

※ クッキングオイルカテゴリー（付加価値油を除く）における機能性商品・健康オイル等

資本収益性の
向上

持続的な
成長への投資

 P.17 日清オイリオグループらしい“勝ち筋”  P.32 ROICマネジメント
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経営目標

　「Value UpX」では、2028年度の営業利益
280億円（利益率5％以上）、4年間平均で
240億円を目指しています。また、ROEは8％
以上、ROICは6％以上を計画しています。
　目指す姿の実現に向け、事業の成長・強靭
化および戦略を支える機能強化（研究開発、デ
ジタル・IT、サプライチェーン、サステナビリティ）
のために900億円の資本投資を実施します。
　さらに2030年に向けては、国内油脂におけ
る着実な成長と収益性の向上、加工油脂やファ
インケミカルの領域におけるグローバル市場で
のシェア拡大、北米をはじめとした新たな市場
の開拓や新たな市場創造など、次なる成長に
向けた取り組みを着実に進め、ROE10%以上、
ROIC7%以上を達成します。

Value Up ＋ Value UpXValue Up

企業価値向上に向けた戦略

営業利益2028年度目標 ROE ROIC280億円（利益率5%以上）

900億円の投資を実施

2017　　～　　2020 2021　　～　　2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

8%以上 6%以上
※4年間平均240億円

営
業
利
益

着実な利益成長を実現、
さらなる成長への足掛かりを築いた

■ 市況変動を乗り越え収益性を向上
■ 機能性・付加価値性商品の拡充
■ ユーザーサポート、共創の体制構築 等

グローバル
トップレベルの
油脂ソリューション

企業へ

成長・強靭化への資本投資、
戦略を支える機能の強化
（研究開発、デジタル・IT、サプライチェー
ン、サステナビリティ）

ROIC 5.1% 4.5% 6%以上 7%以上

投下資本 2,000億円 2,800億円 3,450億円

EBITDA 平均190億円 平均265億円 平均350億円

平均 240億円
年平均成長率9%

平均 169億円
年平均成長率9%

平均 119億円
年平均成長率4%
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戦略の全体像

　「ビジョン2030」における6つの重点領域のう
ち「すべての人の健康」「おいしさ、美のある豊
かな生活」「食のバリューチェーンへの貢献」を
「成長牽引領域」と位置づけ、「Value UpX」の
戦略展開と一体化し、成長を目指していきます。
　「Value UpX」では、「ビジョン2030」で目指
す姿および次なる成長の実現をスコープとして
おり、スコープに沿って戦略を3階層化し、時間
軸に幅を持たせ、途切れない成長の意志を示
しています。
　加えて、戦略の実現を支える4つの機能（研
究開発、デジタル・IT、サプライチェーン、サステ
ナビリティ）を強化するとともに、強固でレジリ
エントな人材基盤を構築し、戦略の実効性を高
めていきます。また、さらなる「成長投資」へ
の好循環を実現するため、ROICマネジメントを
通じて、「資本収益性向上」に取り組んでいき
ます。

強固でレジリエントな人材基盤の構築
（持続性と成長の原動力）

企業価値向上に向けた戦略

成
長
牽
引
領
域

 詳細は、P.50～57 詳細は、P.20

 詳細は、P.48

地球環境・
資源循環・
人権尊重

サプライチェーンの
構築・強靭化

成長を加速させる
デジタルイノベーション

技術の深化・
探索による
価値創造

成長戦略

サステナ
ビリティ

サプライ
チェーン

デジタル・
IT

研究開発

基幹戦略

基盤戦略

人材マネジメント

戦略を支える機能の強化

6つの重点領域

資本収益性の
向上

持続的な
成長への投資

 詳細は、P.31

Ⅰ．将来の利益成長の
柱となる成長戦略

Ⅱ．「Value UpX」の
成長ドライバーとなる基幹戦略

Ⅲ．グループの安定的・
持続的な成長を支える基盤戦略

３階層の戦略展開

■  栄養や体調・体質などの健康課題に
対する脂質の活用を通じた価値創造
と領域拡大による利益成長

■  当社グループが持つ油脂の知見・技
術、ソリューション提案力などの強みを
活かしたバリューチェーン拡大・強化

■  トレーサブルで高機能なチョコレート用
油脂のバリューチェーン創出と拡大

■  ファインケミカル事業のグローバルシェ
ア拡大を通じた利益成長

■  BtoB(BtoBtoC) における展開領域の
拡大と多様な価値創出

■  BtoCにおける生活の質の向上に貢献
する製品の売上拡大・利益の安定的積
上げ

■  今後50年を見据えた生産体制の再 
構築

すべての人の健康

おいしさ、
美のある豊かな生活

食のバリュー
チェーンへの貢献

信頼でつながる
サプライチェーン

地球環境

人材マネジメント

「資本収益性向上」により、
「成長への投資」への好循環を実現

 詳細は、P.32

ROICマネジメント
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基幹戦略 成長ドライバーとなる基幹戦略（BtoB領域における油脂ソリューション創出力の最大化、
脂質栄養による価値創造）への取り組みを通じて、さらなる成長を目指します。

＊マーケットを起点に他社と一緒になって新たな価値を創造する領域

トレーサブルで高機能なチョコレート用油脂のバリューチェーン創出と拡大

※ターゲット市場は利益率の高いスペシャリティオイル市場

※金額ベース市場の
　成長への貢献

※除くフライ油

■  カカオ収量の減少に伴うチョコレート用油脂需要の変化を捉えた販路の開拓・拡大
■  CBE（ココアバター代用脂）などの拡販に向けた積極的な設備投資、技術開発

■  成長市場のアジアを中心に、市場成長を上回る水準でのスペシャリティオイルの販売拡大（世界シェア拡大）
■  グローバルでの拡販に向けた拠点整備、テクニカルサポート体制拡充、展開エリアのパートナーとの関係強化

■  ユーザーベネフィットの追求を通じた、国内における機能性油脂の拡販、パーム油のさらなる活用、機能性油剤などへの 
展開領域の拡大と、対象エリアの拡大(フードサービス向けのグローバル展開等)

■  BtoBtoCにおけるMCTをはじめとした機能素材マーケティングの継続的な取り組み拡大

■  体調・体質に関連する価値訴求、おいしさ・手軽さ・簡便さの提供、環境負荷低減等、生活者の潜在需要を満たし、 
生活の質の向上（QOL）に貢献するマーケティング・機能型商品の販売構成比拡大

■  マーケティング機能の強化による高齢者食品市場、体脂肪燃焼市場でのMCTオイル・MCT加工食品（少量エネルギー 
食品）の販売拡大／栄養不良、代謝改善等に対する治療的機能の研究・調査とこれを利用した市場開発

ファインケミカル事業のグローバルシェア拡大を通じた利益成長

BtoB（BtoBtoC＊）における展開領域の拡大と多様な価値の創出

BtoCにおける生活の質の向上に貢献する製品の売上拡大・利益の安定的積上げ

CBE（ココアバター代用脂）の
グローバルシェア（重量）

家庭用食用油の
国内市場規模

化粧品油剤グローバルシェア
（金額）

北米・加工用・
業務用油脂の
販売額

機能性油脂・
機能性油剤の販売額

企業価値向上に向けた戦略

油脂ソリューションの創出力の最大化、展開領域・エリア拡大

脂質栄養に基づく健康課題へのアプローチ等による価値創造

2028年度 15%以上
（2024年度6%当社推計）

2028年度 10%以上
（2024年度6%当社推計）

2030年度
500億円

2028年度
70億円以上
（2024年度 43億円）

2028年度
1,900億円以上
（2024年度 1,812億円＊） ＊インテージ SCI-pをもとに当社推計
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ROICマネジメント “積極投資”を通じた“新たな価値創造による成長”と“持続性の確保”を実現します。そのうえで、営業利益と 

投下資本の両面から“資本収益性（ROIC）を向上”させ、効率的に資金を創出します。
創出した資金は、株主の皆さまへの還元と、さらなる成長につながる積極投資に充当し、好循環につなげていきます。

取り組みのポイント

企業価値向上に向けた戦略

■  「Value UpX」における事業戦略の位置づけと今後の持続的な成長の観点から、事業戦略単位に応じたROICマネジメントと株主の皆さまへの還元を実施する。
■  事業戦略単位でROIC目標を設定し、戦略的な資源配分等を管理する「事業別ROIC管理」と、ROICの主要な構成要素に関わる管理指標を設定し、ROIC目標達成への課題形成につなげる「指標管
理」を両輪としたマネジメントを実施する。

■  営業利益率5％に向けた収益性の向上や投下資本効率化の取り組みについては、課題を明確にしながら、各事業にて具体的な施策・KPIに落とし込み、着実に推進する。
■  株主還元については、成長投資、自社の株価水準、財務健全性等とのバランスを取りながら、一層の充実に努める。「Value UpX」期間においては、一株当たり180円を下限としつつ、資産売却など
による一時的な利益を除いた連結配当性向40%目安の配当と、200億円を目安とした自己株式取得を実施する。

成長性の加速 収益性の向上

投下資本効率化

ROICマネジメントで
成長への好循環を実現

中期経営計画
「Value UpX」目標

ROIC6％以上
（2028年度）

事業基盤の維持・強化

資本投資（成長・強靭化）
900億円
＋M&A

営業利益率5％以上■  グローバル加工油脂の欧州生産機能強化
■  北米事業投資、国内マーケティング・機能型商品の拡充
に向けた生産機能などの強化  など ■  収益性を重視した製品ポートフォリオへの改質

■  取り組みの価値を適切に反映した販売価格の形成
■  サステナビリティ対応による付加価値化
■  コスト削減・最適化施策の実行  など

■  政策保有株式、非事業資産の圧縮　
■   アイテム別の収益率・在庫回転率の評価および向上
■  生産稼働率の適正化と生産の瞬発力アップ  など

■  スマートファクトリー化
■  国内生産・供給体制の再構築　
■  ITインフラ投資  など

資本収益性の
向上

持続的な
成長への投資
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　2025年度より現職に就任しました。私のキャリアは財
務部門から始まり、以降、原料購買や油糧営業、加工用営
業における責任者、ISF（マレーシア）の担当役員を務めて
きました。当社におけるこれまでの幅広い経験をもとに
「Value UpX」を財務面から進めていきます。

「Value UpX」の中核となるROICマネジメント
「積極投資」を通じた「新たな価値創造による成長」と
「持続性の確保」
　2030年に向けてグローバルトップレベルの油脂ソリュー
ション企業への飛躍を実現するためには、資本収益性を高
め、資金を力強く創出し、さらなる成長投資へつなげてい
くことが必要不可欠となります。「Value UpX」では、これ
まで以上の「積極投資」を通じた「新たな価値創造による
成長」と「持続性の確保」を実現するため、営業利益率の
向上と投下資本回転率の改善の両面から効率的に資金を
創出します。創出した資金は、株主の皆さまへの還元と、
さらなる成長につながる「積極投資」に充当する好循環を
目指します。
　全社レベルでの資本収益性の向上を目指し、「ROICを
起点としたマネジメント」を実践するため、2025年度から
事業セグメントの区分を変更し、新たに事業別ROIC管理を
開始しました。新たな事業セグメントは事業のステージや
マーケットの特性に応じて設定しています。2030年度の
ROIC7%の達成を見据えて2028年度は6%以上を目標と
し、今後、管理会計制度やシステムの変更なども段階的に
実施しながら当社グループに適したマネジメント手法を確

立していきます。

日清オイリオグループらしいROICマネジメントの追求
　当社グループはこれまでもROIC向上に向け、高付加価
値化や適正な販売価格の形成、国内生産拠点のスマート
ファクトリー化や、SCM改革を通じた在庫圧縮、需給・拠点
移動計画におけるデジタル投資などを実施してきました。
　しかしながら、前中期経営計画「Value Up +」では、コロ
ナ禍による在庫バランスの歪みや原材料価格の高騰による
運転資本の大幅増加を背景に、営業キャッシュフローは当
初計画700億円を下回る316億円の着地となりました。
「Value UpX」では、資本収益性の追求とサプライチェーン
強靭化に向けてこれまでの思考を転換し、営業スタイル、生
産・物流プロセスの変革に取り組んでいきます。具体的に
は、売掛金サイトの改善、在庫の効率化、アイテムの適正化、
生産設備の効率化等を見込んでいます。その際、各事業
が従来のP/L視点だけでなくB/S視点を意識できるよう、
「Value UpX」の経営目標達成に向けたギャップを明確に
しながら具体的な施策やKPIを設定することが重要になり
ます。財務部門は、各事業部門における変革に向けた施策
の立案・実行において、定期的なモニタリング・分析を行
い、改善策の立案等に寄与する情報提供に加え、変革に必
要となる財務面、会計面での対応等、事業部門と一体と
なった取り組みを行い、経営目標達成に向けた具体的な
支援をしていく考えです。
　なかでも、在庫の回転日数は重要項目の一つとして置い
ています。メーカーの役割として安定供給責任は極めて重

取締役 常務執行役員
財務部 製油統括部担当

小池 賢二

財務担当役員メッセージ

ROICマネジメントを推進し、
「Value UpX」で目指す成長を
実現します

企業価値向上に向けた戦略
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要です。これを果たしながら、部門ごとに在庫に関する目
標を持つことで責任部門と取り組み対象を明確化し、具体
的な在庫削減策を進め、運転資本の圧縮を目指します。加
えてデジタル技術を活用した必要手元資金の最小化に向
けた資金繰り精度向上や、偏在化する資金をもとに機動的
かつ柔軟にグループファイナンスを実行できる仕組みづくり
等に取り組んでいきたいと考えています。
　私自身も、これまで担当してきた部門ではROICの基本
となる効率性を強く意識し、業務遂行にあたってきました。

収入 支出

4年間の資金収支（想定）

調整営業キャッシュフロー

営業キャッシュフロー＋
宣伝広告費＋
研究開発費等

資本投資
 (成長・強靭化)

 900億円

1,350億円

宣伝広告費・研究開発費 
320億円

株主還元
自己株式取得

440億円

その他70億円

M&Aに伴う資金調達 M&A

資金調達
（リファイナンスを含む）

600億円

資産売却（Net）80億円

有利子負債返済
300億円

例えば、安定供給を前提とした在庫の最小化や油脂・油糧
の需要の変化に適切に対応した原料調達と搾油計画の立
案・実行です。大型船単位で一度に大量の原料を調達す
る立場として、いかに効率的に工場に原料を渡せるか、不
要な在庫をつくらないための需給管理を徹底できるかを
現場で追求してきました。全社にROICマネジメントを浸透
させるためには、従業員一人ひとりの意識改革が必要であ
り、私自身も今までの常識にとらわれない考え方を取り入
れて運営していくことが大切だと思っています。

新中計における財務戦略
キャッシュアロケーションの考え方
　「Value UpX」では、利益成長の成果を株主の皆さまに
適切に還元していきながら、設備投資やM&Aによる成長
投資を行っていく方針です。成長と強靭化を目的とした資
本投資を4年間累計で900億円計画しています。
　グローバル油脂・加工油脂事業については今後の利益
成長の中核を担う事業領域であることから、高い資本収益
性を前提とした積極的な資本投下を行っていく計画であ

財務担当役員メッセージ

「Value UpX」の財務戦略

2,030億円

成長投資
■  海外： ISFグループ欧州機能強化 

北米バリューチェーン構築等 
■  国内： パーム油供給機能拡大 

生産プ ロセス変革、生産体制再構築等

戦略を支える機能の強化
■  研究開発 200億円 (前中計比 1.4倍 )
■ デジタル投資 150億円 (前中計比 約 3倍 )
■  サプライチェーン強化 150億円
■ サステナビリティ強化 100億円等
※投資額は成長投資および各機能強化投資間での重複を含めて記載

株主還元の方針
■  一株あたりの配当金 180円を下限とし、 
連結配当性向 40%目安に利益成長を確実に株主に還元

■ 「Value UpX」期間中に200億円を目安とした自己株式
取得を実施

成長と戦略を支える機能への積極投資

企業価値向上に向けた戦略
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り、具体的には欧州、北米、アジアにおけるサプライチェーン
拡充も含めた投資を行っていきます。
　サプライチェーンについては、直接的な売上や利益の増
加のためのものだけではなく、強靭化に必要となる機能強
化・追加についても検討・実施していきます。当社グルー
プは気候変動による原料作物収量の不安定化、干ばつや
国際紛争などによる海上物流面での影響など、製品の製
造・供給に関わる重要な環境変化をリスク要因として認識
しています。これらをふまえて、必ずしも資本支出を伴うア
クションに限らずとも、状況をグローバルに俯瞰したうえ
で、原料調達や製造拠点などの複線化・強靭化を進めてい
きます。
　また、油脂・油糧および加工食品・素材事業において
は、当社グループの安定的・持続的な成長を支えるために
国内生産拠点における製造設備の強化などを行っていき
ます。ここには老朽化への対応も含まれますが、単なる更
新投資にとどまるのではなく、新しい生産体制の構築に向
けた取り組みとして推進していきます。
　さらには、これらの投資と併せて研究開発、デジタル・IT

ならびにサステナビリティ強化等にも投資し、戦略を支える
機能の強化を目指します。
　株主還元としては、金銭での配当および自己株式の取得
を合わせて、4年間累計で約440億円を見込んでいます。
　キャッシュインの面では、営業キャッシュフローに加えて、
政策保有株式や非効率資産の売却を行い、4年間累計で
約1,100億円の収入を予定しています。なお、収入で賄え
ない部分については、リファイナンスを含めて600億円の資

金調達を計画しています。市場動向を注視しながら資金
需要や調達タイミング等を精査し、効率的かつ機動的な資
金調達に取り組んでいきます。

株主還元
　株主還元は株主の皆さまとの約束であり、利益成長の成
果を確実に還元することが重要です。そのため連結配当性
向を重要指標としており、「Value UpX」においても資産売
却などによる一時的な利益を除き、連結配当性向40%を
目安とした配当を実施する方針です。また、安定的かつ積
極的な利益還元の充実と資本収益性向上の観点から株主
還元方針を変更し、一株当たりの配当金に年間180円の下
限を新たに設けました。自己株式取得についても、「Value 

UpX」において200 億円を目安に実施する予定で、2025

年度においては100億円を上限として進めています。

バランスシート指標
　「Value UpX」においても、「財務健全性とのバランスを
図りつつ、ROE向上を重視した最適資本構成を追求する」
という方針に変わりはなく、自己資本比率40％台半ば、

ネットD/Eレシオ0.5倍程度を目線に財務健全性を維持して
いきたいと考えています。
　2023年度における収益拡大により借入金を返済できた
こともあり、2024年度末のネットD/Eレシオは0.39倍とな
りました。「Value UpX」においては、この調達余力を活か
しながらレバレッジを適切に活用していく計画です。

日清オイリオグループの強みと存在意義
油脂を起点とした事業ポートフォリオで、
グローバルに飛躍的な成長を目指す
　私は、当社グループの強みは「実直」であることだと感じ
ています。メーカーとしてのものづくりへのこだわり、品質
の追求、お客さまへの安定供給、取引先への責任、そのよ
うな使命感が従業員一人ひとりに根付いていることが一
番の強みだと思います。当社グループの事業ポートフォリ
オは、搾油から精製、加工までといった植物油脂製造全般
をメインに、チョコレートや大豆たん白、ファインケミカルを展
開しており、どの事業もWell-beingを提案・創造するとい
う考え方でつながっています。今後ますます不透明な事業
環境に直面していくことが想定されますが、このような事
業ポートフォリオをもとにしなやかで強い対応力を発揮で
きると考えています。展開エリアは国内のみならず、アジ
ア、欧州、それから北米と徐々に拠点を増やし、実績も上げ
てきており、さらなるグローバル展開に向けた足掛かりも
整えてきています。これからの飛躍的な成長を実現するた
め、財務マネジメントに尽力していきます。
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